


大河原町議会だより

の議会傍聴の議会傍聴

●議会の流れについて、よく 分かりました。

●一つの課題について、たく さんの意見を

出していてすごいと思いました。

●私達の町は、このような話し合いによっ

て、支えられているんだなと良く わかり

ました。

大河原南小学校

●初めて議員さんが質問しているところを

見たけど、大河原町の為に一生懸命して

いることが、改めて分かった。

●実際に議会をしているのを見るのは初め

てだったけど、とても勉強になりました。

金ケ瀬小学校

●どんな問題があるのかや、その問題を解

決するためにどうすれば良いかを詳しく

話していた。

●話している内容が自分には難しかったけ

れど、これからの大切なことにしっかり

と話していることが分かった。

大河原南小学校●初めに全部質問している。

●自分の意見が言える時間が限られている

ことが分かった。

●議会では町民のことをしっかり考えてい

る。

金ケ瀬小学校

12月7日、 8日の2日間、 授業の一環として町内の小学6年生全員が、 議場内で一般質問を

傍聴しました。 町長や各課長と議員の議論に緊張した表情で聞き入り、 真剣な様子でメ モを

取っていました。

議会を傍聴した感想と疑問点を寄せていただきましたので、 一部を紹介します。

大河原町議会だより

●町議会を見学して、新しく 建てたいもの

や、設備のメンテナンスをすることにた

く さんのお金が必要、という事がとても

大変なことなんだなと思いました。たと

えば、 ト イレに不満のある町の人がいて

も、 ト イレ1つに1000万円かかると い

う事を聞いて、おどろきました。施設の

問題と一緒にお金のことも考えないとい

けないことが大変だと思いました。

大河原小学校

●今日の町議会を見学して思ったことは、

また家族と傍聴したいなと思いました。

なぜなら、あまり今までは町について考

えたり して生活してこなかったからで

す。また、おじいちゃんが何回か傍聴し

たことがあると言っていたので、おじい

ちゃんとも、 もう 一度傍聴したいです。

これを機に町についてもっと深く 考えて

生活していきたいです。

大河原小学校

小学 年生 初めて小学 年生 初めて

質
問
し
て
い
る
と
き
に
ほ

か
の
議
員
さ
ん
が
話
し
て

な
か
っ
た
の
が
気
に
な
り

ま
し
た
。

一
般
質
問
と
は
一
人
の
議

員
が
町
に
対
し
て
行
う
も

の
で
、
他
の
議
員
の
発
言
は

許
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で

す
。

議
員
さ
ん
が
発
言
し
て
い

る
と
き
に
タ
イ
マ
ー
の
よ

う
な
も
の
を
使
っ
て
い
る

の
は
、
な
ぜ
使
っ
て
い
る

の
か
気

に
な

り
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
発
言
時
間
が

一
人
30
分
と
決
め
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。

桜
は
な
ぜ
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

が
多
い
の
で
す
か
。

植
樹
当
時
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
の
苗
木
の
生
産
が
盛
ん

で
、
多
く
植
え
ら
れ
て
い

た
か
ら
で
す
。

議
長
や
町
長
、
発
言
者
し

か
水
と
コ
ッ
プ
が
無
い
の

は
な
ぜ
で
す
か
。

発
言
す
る
回
数
が
多
い
か

ら
で
す
。
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みんなの
疑問



大河原町議会だより

議会
報告会

◆賑わい交流拠点施設について

●町長は白石川右岸整備事業については、

これまで何度も様 な々場面、広報物によ

って町民に知らせてきたと言っているが、

まだまだ多くの町民がこの問題を知らな

い人が多い。収支計画も含めた広報物

をもう一度配布する必要があるのでは。

◆雨量とハザードマップについて

●ハザードマップからみて、白石川はどのく

らいの雨量で氾濫するのか。白石川の河

川敷をかさ上げして造成したことで、より

氾濫の危険が増すのではないのか。あ

のハザードマップは誰が決めたのか。
◆不登校対策について

●学校の方で、小学校の段階でそういった

不登校になりそうな子どもを早期発見し

て対策をとることはできないものなのだろ

うか。

◆空き家問題について

●隣接する空き家からの雑草や樹木などが

はみ出し、迷惑になる場合の対処につい

て町の方から知らせてもらえるとありがた

い。

昨年11月11日（ 土曜日）午後6時から町内の3会場で

「 議会報告会」を開催しました。

3会場合わせて38名の方々が参加してく ださり、 議会

や役場に対しての意見、要望がたく さん寄せられました。

各会場で出された多く の意見、 要望の中から一部紹

介します。

A会場

B会場

C会場

14名

10名

14名

中央公民館

西桜集会所

金ケ瀬公民館

各会場多くのご要

参加者会 場 名会 場

活発な意見交換が行われた

質問を

中央公民館

要 望意 見

大河原町議会だより

お寄せいただきました。
望、ご意見、

※要望に対する回答は、後日町のホームページ
に掲載します。

西桜集会所

◆荒川の浚渫及び雨水対策について

●荒川の工事を県で行っている。町はどの

ように把握しているか。また、荒川の堤

防が崩れている。のり面部分のかさ上げ

などしないのか。確認してほしい。

◆生活圏に係る広域的連携の検討に
ついて

●災害等では隣接町など広域連携で情報

を共有するべきではないか。また、生活

圏を広域で考えていかないと今後は難し

いのではないか。

要 望

◆民生委員のなり手不足について

●民生委員がいない行政区もあり、福祉委

員を兼任している人も多い。なり手不足

が大変難しい問題である。

◆区の役員のなり手不足について

●区の役員のなり手がいない。仕事をしな

がらだと、役員との両立が難しい。

意 見

金ケ瀬公民館

◆観光PRについて

●大高山神社には国宝の鰐口がある。馬

取山には古戦場跡、大高山神社裏の遊

歩道から手倉森にかけての景観は蔵王

百景にもなっている。整備をして観光PR

をしてはどうか。

意 見

◆雑木の伐採許可について

●薪ストーブを採用している家庭が見受け

られるが、雑木の伐採を許可して燃料と

して使ってもらうと、お金をかけて整備す

るより良いかと思うが、どうか。

◆投票率の向上について

●次回の町議選に向けて、議会主導で町

当局と一緒に投票率向上の議論する場

を提起してはどうか。

要 望せつしゅん



 大河原町議会だより

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
・

ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入

高
齢
者
人
口
は
２

０
２
５
年
に
は
３

６
７
７
万
人
に
な
り
、
２

０
４
２
年
に
は
３
９
３
５

万
人
に
達
す
る
。
高
齢
化

と
核
家
族
化
に
よ
っ
て
、

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や

高
齢
者
の
み
世
帯
が
増
加

し
、
中
山
間
地
域
や
通
院

困
難
な
高
齢
者
に
出
向
く

移
動
式
オ
ン
ラ
イ
ン
訪
問

診
療
所
が
期
待
を
集
め
て

い
る
。
ベ
ッ
ド
付
の
車
内

に
血
圧
計
や
心
電
図
モ
ニ

タ
ー
、
車
い
す
用
の
昇
降

機
を
付
け
、
看
護
師
と
ド

ラ
イ
バ
ー
が
乗
り
込
み
、

自
宅
を
訪
問
す
る
移
動
式

オ
ン
ラ
イ
ン
訪
問
診
療
所

の
普
及
促
進
を
進
め
る
べ

き
。

本
町
は
診
療
所
も

多
く
、
訪
問
診
療

体
制
も
整
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
移
動
式
オ
ン
ラ
イ

ン
訪
問
診
療
所
の
導
入
は
、

考
え
て
い
な
い
。

文
部
科
学
省
は
令

和
５
年
３
月
31
日
、

不
登
校
の
総
合
対
策
「
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
た
。
具
体
的
に
は

保
護
者
が
自
由
に
参
加
で

き
る
「
不
登
校
の
子
ど
も

の
保
護
者
の
会
」
や
子
ど

も
が
落
ち
着
い
て
学
習
で

き
る
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ

ー
ト
ル
ー
ム
」等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
設
置
の
推
進
を
。

「
不
登
校
の

子
ど

も
の
保
護
者
の
会
」

に
つ
い
て
、
本
町
の
駅
前

オ
ー
ガ
に
設
置
し
て
い
る

「
お
お
が
わ
ら
心
の
ケ
ア

ハ
ウ
ス
」
に
「
ほ
っ
と
タ

イ
ム
」
と
い
う
名
称
で
不

登
校
児
童
生
徒
の
ご
家
族

同
士
の
語
り
合
い
の
場
を

設
け
て

い
る
。
「
ス
ペ
シ

ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル

ー
ム
」

に
つ
い
て
は
大
河
原
小
・

中
学
校
に
「
学
び
支
援
教

室
」
と
し
て
設
置
し
て
い

る
。

環
境
に
配
慮
し
た

行
動
に
対
し
て
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る

「
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
・
ポ

イ
ン
ト
制
度
」
の
導
入
に

つ
い
て
、
環
境
問
題
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

企
業
と
連
携
し
て
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
フ
・
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
導
入
を
推
進
、
ま
た

は
検
討
す
べ
き
だ
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

現
在
は
次
世
代
型

住
宅
補
助
金
に
よ

り
、
ポ
イ
ン
ト
の
代
わ
り

と
し
て
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
。
さ
ら
に
環
境
に

配
慮
し
た
取
り
組
み
を
近

い
将
来
実
践
し
て
い
き
た

い
こ
と
な
ど
を
、
周
知
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

訪問診療体制は整っている

普及促進を

髙橋 芳男

髙
橋

移
動
訪
問

診
療
移
動
訪
問

診
療

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン

推
進

移動式オンライン訪問診療所

髙
橋

町
長

町
長

教
育
長

髙
橋

大河原町議会だより

一
般
質
問
と
は
、
町
長
や
教
育
長
に
対
し
て
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
向
け
て

の
考
え
な
ど
を
問
い
質
す
も
の
で
す
。
今
回
は
11
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

た
だ

佐藤 暁史 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● ICT教育について

●観光戦略について

⑩

大沼 忠弘 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●施設整備について

●職員の勤務体制について

●学校での体育、スポーツ体験について

⑬

大沼 常次 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●指定管理者制度における会計処理について

●町スポーツ施設等の指定管理者の変更に伴う協定内容の確認について

⑰

須藤 慎 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●「 千本桜を千年先へ」について

●子育て世帯の負担軽減策について

⑭

佐藤 巖 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●「 みんなの市場」設置で人の集まる地域づくりを

⑯

高橋 豊 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●建築物等の省エネ化について

⑮

佐久間 克明 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●プラスチック資源ごみについて

⑪

丸山 勝利 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●本町の河川敷整備について

⑫

中村 淳 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●大河原昆虫公園について

●町道の県道格上げ（ 付け替え）について

⑨

髙橋 芳男 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●移動式オンライン訪問診療所の普及促進について

●COCOLOプランを受けての不登校支援の推進について

●グリーンライフ・ポイント 制度の導入について

⑦

万波 孝子 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●学校給食費の無償化の実施を

●賑わい交流拠点施設整備について

●新型コロナワクチンに関して

⑧

内容は、大河原町議会ホームページ内の「 インターネット 議会配信」で視聴できます。

（ https: //ogawara-town.stream.jfit.co. jp/）

各一般質問の録画は、QRコードからご覧いただけます。



・大河原町議会だより

国
の
責
任
で
全
国
一
律
で
行
う
べ
き

学
校
給
食
費
は
無
料
に

学
校
給
食
費
を
無
償
化

す
る
自
治
体
が
全
都
道
府

県
に
広
が
っ
て
い
る
。
県

内
で
は
、
栗
原
市
、
丸
森

町
な
ど
15
市
町
村
で
、
既

に
実
施
し
て
い
る
。

年
間
給
食
費
は
一

人
あ
た
り
小
学
生

は
約
５
万
円
、
中
学
生
は

約
５
万
６
０
０
０
円
か
か

る
。
加
え
て
教
材
や
修
学

旅
行
、
制
服
な
ど
親
の
教

育
費
の
負
担
が
重
く
な
っ

て
い
る
。
憲
法
26
条
で
は

義
務
教
育
は
無
償
と
定
め

て
い
る
。
給
食
は
教
育
の

一
環
。
子
ど
も
は
「
国
の

宝
」
で
あ
り
、
社
会
全
体

で
支
え
て
い
く
も
の
。
子

育
て
支
援
か
ら
も
無
償
化

に
踏
み
切
る
べ
き
。
費
用

は
１
億
１
０
０
０
万
あ
れ

ば
実
施
可
能
。
一
般
会
計

予
算
93
億
円
の
わ
ず
か
１

％
。
決
断
で
き
な
い
か
。

町
内
で
も
無
償
化

へ
の
要
望
が
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
。
国
の
責
任
に
お

い
て
全
国
一
律
で
行
う
べ

き
。
町
民
の
声
を
現
実
の

も
の
と
し
た
い
思
い
は
、

実
施
し
て
い
る
首
長
と
同

じ
。
国
に
要
望
し
て
い
る
。

「
千
本
桜
を
千
年

先
へ
（
桜
が
繋
ぐ

交
流
と
ス
ポ
ー
ツ
の
賑
わ

い
テ
ラ
ス
）
」
を
基
本
コ

ン
セ
プ
ト
に
５
・
５
ha
（
上

大
谷
地
内
）
に
「
賑
わ
い

交
流
拠
点
施
設
」
の
整
備

を
進
め
て
い
る
が
進
捗
状

況
は
。

盛
土
造
成
及
び
道

路
並
び
に
上
水
道

な
ど
に
係
る
実
施
設
計
を

進
め
、
開
発
許
可
申
請
に

向
け
関
係
機
関
と
の
協
議

を
重
ね
て
い
る
。
用
地
取

得
に
つ
い
て
は
、
所
有
権

移
転
登
記
の
準
備
を
進
め

て
い
る
。私

が
所
属
す
る
共

産
党
町
委
員
会
で

賑
わ
い
交
流
拠
点
施
設
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞

き
取
り
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。
人
が
集
ま
る
か
疑

問
、
ピ
ン
と
こ
な
い
計
画
、

立
地
が
良
く
な
い
等
厳
し

い
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

町
民
の
合
意
形
成
を
図
る

方
策
は
。様

々
な
ご
意
見
を

お
持
ち
の
方
や
情

報
が
届
い
て
い
な
い
方
も

い
る
の
で
、
引
き
続
き
町

民
へ
の
情
報
発
信
、
周
知

方
法
を
工
夫
し
意
見
を
聞

く
機
会
を
設
け
、
丁
寧
に

説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う

努
め
る
。あ

く
ま
で
町
の
事

業
な
の
で
多
く
の

町
民
に
喜
ば
れ
期
待
さ
れ

る
事
業
に
し
て
い
く
べ
き
。

町
民
だ
け
で
は
期

待
さ
れ
る
賑
わ
い

は
作
れ
な
い
。
広
域
連
携

の
視
点
が
重
要
。

万波 孝子

一般
質問

子育て支援子育て支援
万
波

町
長

中
学
３
年
生
を
対

象
と
し
て
い
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

助
成
を
、
中
３
以
下
も
対

象
に
に
で
き
な
い
か
。

学
級
閉
鎖
も
起
き

て
い
る
。
子
育
て

世
代
へ
の
経
済
的
負
担
軽

減
や
疾
病
の
発
症
予
防
の

観
点
か
ら
、
子
ど
も
（
６

歳
ま
で
）
接
種
費
用
の
一

部
助
成
を
現
在
、
検
討
し

て
い
る
。

町
長

賑
わ
い
交
流
拠
点
施
設

の
更
な
る
周
知
を

町内でも無償化を求める声は大きい

万
波

万
波

町
長

町
長

万
波

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
助
成
を

万
波

教
育
長

無償化している宮城県内の市町村

一部無償化（ 4市町）

名取市・ 柴田町・ 利府町・

山元町

完全無償化（ 11市町村）

気仙沼市・ 栗原市・ 富谷市・

角田市（ 令和6年4月から）・

大郷町・ 川崎町・ 七ヶ宿町・

大和町・ 丸森町・ 南三陸町・

大衡村

・ 大河原町議会だより

昆
虫
公
園

昆
虫
公
園 提案する考えは無い

官学連携での管理は

中村 淳

町
道
の
県
道
格
上
げ
は

だいぶ傷んできています

昆
虫
公
園
を
訪
問
し
た

際
に
、
休
日
日
中
で
も
子

供
の
姿
が
無
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
今
後
の
管
理
を

含
め
た
公
園
の
あ
り
か
た

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

公
園
の
設
置
目
的

及
び
管
理
、
整
備

の
頻
度
に
つ
い
て

伺
う
。

昆
虫
や
植
物
な
ど

生
命
を
大
切
に
す

る
実
践
体
験
ゾ
ー
ン
と
し

て
整
備
。
公
園
サ
ポ
ー
タ

ー
の
町
内
２
団
体
が
定
期

的
に
草
刈
り
、
清
掃
を
行

っ
て
い
る
。

今
後
の
昆
虫
公
園

の
あ
る
べ
き
姿
、

子
ど
も
達
の
姿
が
見
ら
れ

な
い
原
因
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

設
置
目
的
の
と
お

り
動
植
物
が
生
息

可
能
な
環
境
を
保
全
し
、

自
然
観
察
を
楽
し
み
憩
え

る
場
所
で
在
り
た
い
。
し

か
し
、
現
状
は
地
形
変
化

や
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
影
響

で
、
訪
問
者
が
減
っ
て
い
る
。

公
園
サ
ポ
ー
タ
ー
の
支
援

を
し
な
が
ら
、
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
く
。

里
山
の
荒
廃
が
昨

今
の
農
村
環
境
問

題
に
繋
が
っ
て
い
る
。
大

河
原
産
業
高
校
の
農
業
科

学
科
に
実
習
林
と
し
て
解

放
し
て
、
官
学
連
携
の
観

点
か
ら
維
持
管
理
の
一
翼

を
担
っ
て
頂
く
考
え
は
無

い
か
。

周
辺
山
林
は
私
有

地
で
あ
り
町
か
ら

提
案
す
る
考
え
は
無
い
。

さ
く
ら
大
橋
が
完

成
し
て
か
ら
工
業

団
地
へ
の
搬
入
搬
出
、
通

勤
車
両
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
等
に

よ
り
交
通
量
が
増
大
し
て

い
る
が
、
供
用
開
始
以
降

管
理
費
用
は
い
く
ら
か
。

併
せ
て
今
後
の
管
理
費
の

推
移
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

主
な
支
出
と
し
て
、

道
路
に
関
し
て
約

９
１
３
０
万
円
、
橋
梁
に

関
し
て
約
７
７
３
０
万
円
、

ト
ン
ネ
ル
に
関
し
て
約
２

５
０
０
万
円
で
合
計
１
億

９
３
６
０
万
円
。
今
後
、

継
続
的
な
維
持
管
理
費
用
、

新
た
な
要
因
に
よ
る
交
通

量
の
増
加
及
び
経
年
劣
化

に
よ
る
修
繕
費
が
か
か
る

と
予
想
し
て
い
る
。

角
田
市
と
の
同
調

は
必
要
だ
が
、
県

道
に
格
上
げ
す
る
よ
う
県

に
要
望
す
る
考
え
は
あ
る

か
伺
う
。本

路
線
を
県
で
維

持
管
理
し
て
頂
く

こ
と
は
、
町
に
お
い
て
の

維
持
管
理
の
軽
減
及
び
経

費
削
減
に
な
る
。
県
及
び

関
係
市
町
と
の
調
整
や
路

線
認
定
を
す
る
場
合
の
条

件
を
確
認
し
な
が
ら
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

県
南
の
交
通
の
要

衝
に
な
っ
て
い
る

た
め
今
後
、
傷
む
の
も
早

く
な
る
と
思
う
が
、
県
道

と
町
道
の
構
造
に
違
い
は

あ
る
か
伺
う
。

交
通
量
に
よ
り

舗
装
の
構
成
は

変
わ
る
。
交
通
量
の
多
い

県
道
の
方
が
強
固
な
つ
く

り
と
な
る
。

県
南
市
町
に
と
っ

て
無
く
て
は
な
ら

な
い
道
路
。
地
域
住
民
の

話
を
聞
き
な
が
ら
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
う
が
い

か
が
か
。賑

わ
い
交
流
拠
点

施
設
に
つ
い
て
は
、

ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て

も
管
理
し
て
も
ら
え
る
様

に
考
え
る
。
地
域
住
民
の

声
を
聴
き
な

が
ら
進
め

る
。

中
村

町
長

中
村

町
長

町
長

中
村

中
村

町
長

町
長

中
村

中
村

中
村

地
域
整
備

課
長

町
長



・大河原町議会だより

活
用
し
て
差
し
支
え
な
い

桃
鉄
の
学
習
ア
プ
リ
活
用
を

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
は
子
ど
も
達
一
人
一
人

の
個
性
に
合
わ
せ
た
教
育

の
実
現
、
教
員
の
働
き
方

改
革
に
繋
げ
る
狙
い
も
あ

る
。

本
町
の
小
中
学
校

で
は
ゲ
ー
ム
性
の

あ
る
学
習
ア
プ
リ
を
取
り

入
れ
て
い
る
か
。

ゲ
ー
ム
性
の
あ
る

学
習
ア
プ
リ
は
子

ど
も
の
興
味
・
関
心
を
引

き
学
習
効
果
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
活
用
し

て
い
る
学
校
は
な
い
。

教
育
委
員
会
は
桃

鉄
を
活
用
で
き
る

環
境
整
備
を
し
て
い
く
か
。

環
境
は
整
備
さ
れ

て
い
る
た
め
、
先

生
方
や
児
童
生
徒
か
ら
使

用
し
た
い
と
声
が
上
が
れ

ば
、
活
用
し
て
差
し
支
え

な
い
。

大
中
で
は
30
日
以

上
学
校
に
来
て
い

な
い
生
徒
が
57
名
。
担
任

の
先
生
も
尽
力
し
て
い
る
。

桃
鉄
を
使
え
ば
会
話
が
生

ま
れ
打
ち
解
け
る
き
っ
か

け
に
な
り
、
学
校
に
来
や

す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

会
話
や
対
話
は
本
町
の
教

育
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

今
の
学
校
に
馴
染

め
な
い
子
ど
も
が

い
る
。
学
習
機
会
を
保
障

す
る
の
は
非
常
に
重
要
。

岩
沼
市
で
も
導
入

し
、
先
生
の
負
担

が
減
っ
た
と
い
う
話
を
聞

く
。
支
援
教
室
で
「
地
元

東
北
を
知
ろ
う
」
と
い
う

授
業
を
し
た
と
き
、
生
徒

が
興
味
を
示
し
た
。
桃
鉄

は
学
習
の
入
口
に
も
使
え

る
の
で
は
な
い
か
。

特
別
支
援
学
級
や
、

障
が
い
を
抱
え
て

い
る
お
子
さ
ん
に
は
ど
ん

ど
ん
使
わ
せ
て
良
い
。

ゲ
ー
ム
を
利
用
し

た
勉
強
「
ゲ
ー
ミ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
着

眼
し
、
勉
強
の
環
境
を
整

え
る
の
も
大
事
で
は
な
い

か
。

多
様
な
学
び
の
中

の
一
つ
の
手
法
と

考
え
て
い
る
。

一
目
千
本
桜
は
植
樹
１

０
０
周
年
を
迎
え
た
。
来

年
は
１
０
１
年
目
の
新
時

代
が
幕
を
開
け
る
。

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
を
招
聘
し
て
新

時
代
の
幕
開
け
を
告
げ
て

は
ど
う
か
。

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
の
華
麗
な
飛
行

は
見
る
も
の
に
大
き
な
感

動
を
与
え
る
。
今
後
の
観

光
振
興
の
意
見
と
し
て
賜

る
。

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
が
こ
の
辺
の
空

を
飛
ぶ
と
い
う
事
は
３
町

の
空
を
飛
ぶ
。
３
町
の
町

民
を
笑
顔
に
し
、
全
国
の

観
光
客
を
喜
ば
せ
る
の
も

本
町
の
役
割
で
は
な
い
か
。

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

は
人
と
人
、
人
と

地
域
、
地
域
と
地
域
が
繋

が
る
う
え
で
非
常
に
大
事

な
ツ
ー
ル
。
３
町
の
空
を

飛
ぶ
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

は
検
討
に
値
す
る
。

佐藤 暁史

一般
質問

ICT教育ICT教育

町
長

※

佐
藤

教
育
長

教
育
長

教
育
長

※

桃
鉄
と
は

桃
太
郎
電
鉄
シ
リ
ー
ズ
の

こ
と
で
、
子
ど
も
達
に
人
気

の
ゲ
ー
ム
。

千本桜の新世紀にブルーインパルスを呼ぼう

観

光

戦

略

佐
藤

佐
藤

教
育
長

教
育
長

佐
藤

佐
藤

佐
藤

佐
藤

町
長

・ 大河原町議会だより

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

資
源
ご
み

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

資
源
ご
み

行
政
区
長
よ
り
「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
」

に
関
す
る
依
頼
が
あ
っ
た
。

仙
南
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
業
務
課
に
問
合
せ
、

説
明
を
受
け
、
上
の
表
に

記
載
し
た
回
答
を
も
ら
っ

た
。

仙
南
広
域
担
当
課

で
は
、
依
頼
が
あ

れ
ば
正
し
い
分
別
の
た
め

に
出
前
講
座
な
ど
職
員
派

遣
を
お
こ
な
う
の
で
、
町

や
行
政
区
に
周
知
す
る
こ

と
も
お
願
い
し
た
い
と
の

こ
と
だ
。
本
町
に
お
い
て

講
座
開
催
は
あ
る
か
。

令
和
４
年
度
に
大

河
原
南
小
の
「
放

課
後
子
供
教
室
」
に
お
い

て
「
ご
み
の
分
け
方
と
出

し
方
」
に
つ
い
て
講
座
を

開
催
し
た
。

住
宅
着
工
件
数
が

増
え
て
い
る
本
町

は
、
集
積
所
が
増
加
す
る

こ
と
も
考
慮
し
、
区
長
会

等
で
周
知
し
講
座
を
開
催

す
る
必
要
が
あ
る
。

事
務
局
を
し
て
い

る
行
政
区
長
な
ど

で
構
成
す
る
大
河
原
町
環

境
衛
生
組
合
で
研
修
会
を

行
い
た
い
。

収
集
業
者
に
も
問

い
合
わ
せ
、
各
集

積
所
に
出
さ
れ
る
混
合
ご

み
、
医
療
ご
み
、
不
当
ご

み
に
つ
い
て
月
１
回
写
真

付
き
の
報
告
書
を
提
出
し

て
い
る
と
聞
い
た
。
ど
の

よ
う
な
ご
み
が
集
積
所
に

出
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た

町
と
し
て
分
別
周
知
と
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

「
収
集
で
き
ま
せ
ん
」

の
シ
ー
ル
を
回
収

業
者
が
袋
に
貼
り
つ
け
、

収
集
で
き
な
い
理
由
を
書

き
込
ん
で
い
る
。
集
積
所

に
出
さ
れ
る
事
業
ご
み
は
、

医
療
ご
み
、
事
業
用
の
大

き
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
が
あ

る
。
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ

ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
お

し
ら
せ
ば
ん
、
ご
み
分
別

ア
プ
リ
で
、
ご
み
の
正
し

い
分
け
方
や
出
し
方
と
、

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
以
外

は
集
積
所
に
は
出
せ
な
い

こ
と
も
同
様
に
周
知
し
て

い
る
。

現
在
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
仙
南
広
域

が
協
会
を
通
し
リ
サ
イ
ク

ル
専
門
業
者
で
回
収
し
、

パ
ッ
ク
や
衣
料
品
に
再
生
。

同
様
に
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
、
燃
料
等
加
工

で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に

再
生
。
そ
の
他
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
、
仙
南
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
て
焼
却
の

助
燃
材
と
し
て
使
用
さ
れ

る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
「
有

価
商
品
」
と
考
え
る
。
本

町
は
１
回
あ
た
り
約
２
ト

ン
集
積
し
て
い
る
。
燃
や

せ
な
い
ゴ
ミ
の
日
に
作
業

に
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
も
考
え
れ
ば
、
本
町

か
ら
直
接
リ
サ
イ
ク
ル
業

者
に
持
ち
込
む
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

集
積
所
や
リ
サ
イ

ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
委
託
業
者
が
仙
南

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持

ち
込
み
、
仙
南
広
域
が
ま

と
め
て
売
り
払
っ
た
収
入

を
各
市
町
へ
還
元
し
て
い

る
。
ま
た
、
仙
南
広
域
で

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
「
水

平
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
し
て

「
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」
の

取
組
み
を
ス
タ
ー
ト
す
る

予
定
。
本
町
も
取
り
組
み

を
推
進
し
た
い
の
で
直
接

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ
の
持

ち
込
み
は
考
え
て
い
な
い
。

研修会を行いたい

正しい分別講座開催を

佐久間克明

※

ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル

元
の
製
品
に
還
元
さ
せ
る

こ
と
。
使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
原
料
に
新
し
い
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
。

佐
久
間

佐
久
間

佐
久
間

町
長

町
長

町
長

※

佐
久
間

町
長



・大河原町議会だより

景観を損ねる雑木

「
県
も
前
向
き
に
検
討
す
る
」と

整
備
と
同
時
に
川
底
の
浚
渫
も

本
町
の
河
川
敷
整
備
は

Ｍ
Ｔ
Ｂ
パ
ー
ク
が
令
和
４

年
４
月
に
使
用
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
、
ド
ッ
ク
ラ

ン
の
整
備
、
そ
し
て
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
が
整
備
さ
れ
、

今
年
度
中
に
オ
ー
プ
ン
は

出
来
な
か
っ
た
が
10
月
10

日
プ
レ
オ
ー
プ
ン
が
何
と

か
出
来
た
。
河
川
敷
整
備

も
何
と
か
形
に
な
り
、
今

後
は
河
川
敷
に
隣
接
す
る

賑
わ
い
交
流
拠
点
施
設
の

整
備
に
移
る
と
思
わ
れ
る

が
、
町
民
や
近
隣
利
用
者

が
利
用
し
や
す
い
、
ま
た

き
た
く
な
る
施
設
、
そ
し

て
町
民
が
誇
れ
る
施
設
と

な
る
た
め
以
下
伺
う
。

現
在
Ｍ
Ｔ
Ｂ
パ
ー

ク
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
利
用
状
況
は
ど
う

か
。

Ｍ
Ｔ
Ｂ
パ
ー
ク
は
、

管
理
業
務
を
委
託

し
て
い
る
土
日
・
祝
日
の

み
の
集
計
に
な
る
が
、
令

和
５
年
４
月
１
日
か
ら
11

月
30
日
ま
で
の
来
場
者
数

が
２
０
６
５
名
。
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
は
令
和
５
年
10

月
10
日
か
ら
11
月
30
日
ま

で
の
利
用
者
数
は
２
２
１

０
名
、
町
内
が
１
１
６
８

名
、
町
外
が
１
０
４
２
名

と
な
っ
て
い
る
。

河
川
敷
を
利
活
用

し
て
い
る
の
は
町

で
、
災
害
時
、
被
害
に
遭

う
の
は
町
民
で
あ
る
。
河

川
敷
整
備
と
同
時
に
水
害

対
策
と
し
て
、
中
州
の
撤

去
や
、
低
水
護
岸
整
備
と

川
底
の
浚
渫
も
同
時
に
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
浚

渫
し
た
土
を
賑
わ
い
交
流

拠
点
施
設
の
埋
め
立
て
に

利
用
し
て
は
ど
う
か
。

低
水
護
岸
整
備
や

川
底
の
浚
渫
は
、

水
害
対
策
や
防
災
の
強
化

に
お
い
て
重
要
な
視
点
と

認
識
し
て
い
る
。
盛
土
造

成
工
事
及
び
白
石
川
に
お

け
る
リ
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

活
用
等
を
想
定
し
て
、
中

州
の
撤
去
に
つ
い
て
県
に

要
望
し
て
い
く
。
浚
渫
に

つ
い
て
は
県
も
前
向
き
に

検
討
す
る
と
話
を
伺
っ
て

い
る
。

現
状
で
も
背
後
に

蔵
王
連
峰
を
望
む

眺
望
は
素
晴
ら
し
い
も
の

が
あ
る
が
、
雑
木
な
ど
を

撤
去
す
る
こ
と
に
よ
り
更

な
る
美
し
い
眺
め
が
望
め

る
。ア

ニ
メ
や
コ
ス
プ
レ
な

ど
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
整
備
を
し
て
聖
地
な

ど
に
な
れ
ば
、
更
な
る
来

町
者
を
望
め
る
の
で
は
な

い
か
。

蔵
王
や

白
石
川
、

一
目
千
本
桜
が
形

成
す
る
自
然
景
観
は
、
町

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
町
民

の
誇
り
で
あ
る
。
景
観
を

保
全
し
な
が
ら
、
更
に
魅

力
的
な
空
間
づ
く
り
を
目

指
す
。そ
の
結
果
と
し
て
、

ア
ニ
メ
な
ど
へ
の
使
用
や

聖
地
な
ど
に
選
ば
れ
る
こ

と
に
繋
が
る
と
捉
え
て
い

る
。

丸山 勝利

一般
質問

河川敷河川敷

丸
山

町
長

町
長

町
長

丸
山

丸
山

せ
つ

し
ゅ
ん
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きれいで使いやすいトイレに更新を

施
設
整
備

施
設
整
備

公
園
の
古
い
造
り

の
ト
イ
レ
を
更
新

す
る
計
画
、
予
定
は
。

新
設
や
更
新
な
ど

の
要
望
が
あ
る
が

一
施
設
に
か
か
る
金
額
が

高
く
、
財
政
的
な
負
担
が

大
き
い
こ
と
な
ど
か
ら
具

体
的
な
計
画
は
立
て
ら
れ

て
い
な
い
。
遊
具
、
フ
ェ

ン
ス
や
ベ
ン
チ
な
ど
の
施

設
改
修
を
優
先
的
に
行
っ

て
い
る
。

公
園
に
東
屋
や
藤

棚
の
よ
う
な
日
陰

を
新
設
し
て
み
て
は
ど
う

か
。

新
設
の
計
画
は
な

い
が
、
ス
ポ
ー
ツ

を
活
用
し
た
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ―

Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
（
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
）
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
の
環
境

づ
く
り
と
し
て
必
要
が
あ

れ
ば
個
別
に
対
応
を
検
討
。

消
防
ポ
ン
プ
小
屋

の
定
期
点
検
状
況

は
。

屋
根
や
外
壁
な
ど

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
つ
い
て
は
計
画
的
に
対

応
。

庁
舎
大
会
議
室
や

公
民
館
の
大
ホ
ー

ル
等
、
町
民
憲
章
を
唱
和

す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
な

場
所
に
は
常
時
掲
示
し
て

お
く
べ
き
で
は
。

必
要
な
と
こ
ろ
に

は
設
置
し
て
い
く
。

ま
た
掲
示
さ
れ
て
い
て
も

経
年
の
汚
れ
や
変
色
が
見

ら
れ
る
も
の
は
順
次
新
し

い
も
の
に
取
り
換
え
て
い

く
。

時
差
勤
務
制
度
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
度
導
入
の
検
討
を
し

て
み
て
は
。

本
年
の
人
事
院
勧

告
に
お
い
て
も
多

様
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
・

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現

に
向
け
て
、
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
の
見
直
し
等
が

行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
制
度
は
職
員
の
働
き
方

改
革
に
お
い
て
有
効
な
手

段
と
考
え
て
い
る
。

役
場
が
率
先
し
て

子
育
て
し
や
す
い

勤
務
体
系
を
確
立
す
べ
き

で
は
。

本
町
に
お
い
て「
ベ

ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト

宣
言
」
を
行
い
、
官
民
一

体
と
な
っ
て
子
育
て
世
代

を
応
援
し
て
い
く
中
で
、

役
場
が
率
先
し
て
子
育
て

し
や
す
い
環
境
を
構
築
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

大
谷
選
手
か
ら
寄

贈
さ
れ
る
グ
ロ
ー

ブ
は
ど
の
よ
う
な
活
用
を

考
え
て
い
る
か
。

児
童
が
活
用
の
し

か
た
を
考
え
る
時

間
を
作
り
、
児
童
の
考
え

を
基
に
し
て
積
極
的
な
活

用
を
促
し
て
い
き
た
い
。

学
校
の
授
業
あ
る

い
は
行
事
と
し
て

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
体
験
す

る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

児
童
生
徒
の
意
向

や
学
校
の
行
事
等

と
の
兼
ね
合
い
を
考
え
な

が
ら
、
前
向
き
に
体
験
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

財政的負担が大きい

古いトイレの更新は

大沼 忠弘

町
長

職
員
勤
務
体
制

町
長

町
長

学
校
で
の
体
育
、

ス
ポ
ー
ツ
体
験

大
沼

大
沼

大
沼

大
沼

大
沼

大
沼

町
長

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

大
沼

大
沼
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検
討
し
て
い
き
た
い

基
金
の
創
設
を

本
年
、
桜
植
樹
１
０
０

周
年
を
迎
え
、
「
千
本
桜

を
千
年
先
へ
」
の
言
葉
が

様
々
な
場
面
で
使
わ
れ
て

い
る
。

近
年
、
関
西
地
方

を
中
心
に
「
ク
ビ

ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
（
特

定
外
来
生
物
）
」
が
桜
樹

木
等
へ
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
幸
い
現

段
階
で
は
東
北
地
方
で
の

被
害
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
今
後
い
つ
本

町
に
侵
入
し
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
予
防
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。昨

年
度
か
ら
薬
剤

（
ス
ミ
チ
オ
ン
）
の

散
布
を
年
２
回
行
っ
て
い

る
。

奈
良
県
橿
原
市
の

担
当
者
に
よ
る
と
、

「
リ
バ
イ
ブ
」
と
い
う
薬

品
が
大
変
効
果
が
あ
る
。

高
額
で
あ
る
が
今
後
、「
リ

バ
イ
ブ
」
の
使
用
も
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

樹
木
医
（
尾
形
先

生
）
の
指
導
の
も

と
土
壌
改
良
や
剪
定
等
を

効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
た

対
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

樹
木
医
に
は
、
本

町
の
桜
を
守
る
た

め
に
、
大
変
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
。
樹
木
医
の

助
手
を
採
用
し
て
は
ど
う

か
。

今
後
、
計
画
を
立

て
る
な
か
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

本
町
の
桜
を
守
る

た
め
に
継
続
的
な

財
政
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、

桜
樹
木
保
護
の
た
め
「（
仮

称
）
千
本
桜
千
年
先
基
金
」

を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

継
続
し
た
財
政
措

置
を
念
頭
に
置
き
、

適
切
な
事
業
設
計
実
施
に

努
め
、
各
種
補
助
金
等
の

財
源
確
保
調
査
等
を
行
う

と
と
も
に
、
桜
に
関
す
る

特
定
の
目
的
の
た
め
の
財

源
措
置
の
協
議
の
際
に
は
、

「
基
金
の
創
設
」
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

令
和
４
年
度
に
交

付
金
（
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
）を
活
用
し
、

町
内
小
・
中
学
校
に
入
学

す
る
児
童
生
徒
に
一
人
当

た
り
５
万
円
の
支
援
を
行

い
、大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

今
年
度
も
是
非
継
続
し
て

ほ
し
い
。今

後
、
特
例
的
な

財
政
措
置
が
な
さ

れ
れ
ば
改
め
て
検
討
し
て

い
く
。

政
府
与
党
は
、
一

年
以
内
に
実
態
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

公
表
し
、
無
償
化
に
向
け

た
議
論
を
進
め
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本

来
、
国
で
一
律
に
無
償
化

す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え

に
変
わ
り
は
な
い
が
、
国

の
動
向
を
踏
ま
え
、
無
償

化
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
国
の

支
援
が
な
さ
れ
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
間
、

町
と
し
て
つ
な
ぐ
対
応
を

す
る
と
い
う
検
討
は
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

須藤 慎

一般
質問

千本桜を
千年先へ
千本桜を
千年先へ

町
長

須
藤

※

須
藤

町
長

町
長

須
藤

須
藤

町
長

学
校
給
食
費
の

無
償
化
を

入
学
準
備
支
援
金

の
継
続
を

町
長

須
藤

町
長

須
藤

※

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

無
数
の
幼
虫
が
桜
樹
木
の

内
部
を
食
い
荒
ら
し
、
わ
ず

か
数
年
で
立
ち
枯
れ
て
し
ま

う
大
変
厄
介
な
害
虫
。

奈良県橿原市提供資料

は
ら

か
し
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公共施設へのZEB化推進を

建
物
省
エ
ネ
化

建
物
省
エ
ネ
化

２
０
２
０
年
10
月
政
府

は
２
０
５
０
年
ま
で
に
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全

体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し

た
。
こ
れ
を
契
機
に
官
民

双
方
に
お
い
て
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
推
進
と
い
っ

た
脱
炭
素
に
関
す
る
取
り

組
み
が
急
速
に
進
め
ら
れ

て
い
る
。
現
在
、
建
築
物

は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
が
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
公

共
建
築
物
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
を
大
き
く
削
減
で

き
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

町
に
お
い
て
も
、
近
年
公

共
建
築
物

の
建
て
替
え
、

改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
今
後
寿
命
を
迎
え

る
建
物
が
数
多
く
あ
る
中

で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の

対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

本
町
に
お
け
る
Ｚ

Ｅ
Ｂ
化
に
向
け
た

取
り
組
み
と
今
後
の
方
針

は
。

本
町
が
所
有
す
る

公
共
施
設
に
関
し

て
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
実
績
は
な

い
が
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、

脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

太
陽
光
発
電
装
置
の
設
置

な
ど
を
施
設
改
修
、
設
備

の
更
新
等
に
合
わ
せ
て
整

備
し
て
き
た
。
脱
炭
素
へ

の
取
り
組
み
を
行
う
上
で

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
は
有
効
な
手
段

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
含
め

た
有
効
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
等
の
対
策
を
検
討
し
て

い
く
。

本
町
は
住
宅
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

次
世
代
型
住
宅
補
助
制
度

が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
実

績
や
今
後
の
方
針
は
。

次
世
代
型
住
宅
補

助
金
の
令
和
２
年

度
の
実
績
は
45
件
、
交
付

額
が
３
２
９
万
２
千
円
、

令
和
３
年
度
の
実
績
は
交

付
件
数
64
件
、
交
付
額
が

５
０
４
万
１
千
円
、
令
和

４
年
度
の
実
績
は
、
交
付

件
数
が
67
件
、
交
付
額
が

４
９
９
万
７
千
円
と
な
っ

て
い
る
。
交
付
件
数
が
増

え
て
い
る
の
で
今
後
も
継

続
し
て
い
く
。

こ
の
補
助
金
の
内

容
が
10
年
前
か
ら

変
わ
っ
て
い
な
い
。
時
代

に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
く

考
え
は
。設

備
機
器
も
新
し

い
も
の
が
出
て
い

る
。
時
代
に
合
わ
せ
て
対

応
し
て
い
く
。

検討していく

ＺＥＢ化の考えは

高橋 豊

※

Ｚ
Ｅ
Ｂ

Ｎ
ｅ
ｔ

Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ

Ｅ
ｎ
ａ
ｒ
ｇ
ｙ

Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ（
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）

の
略
称
。
快
適
な
室
内
環

境
を
実
現
し
な
が
ら
、
建

物
で
消
費
す
る
年
間
の
一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
建
物
の
こ
と
。

高
橋

高
橋

町
長

町
長

高
橋

町
長

※
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調
査
研
究
が
必
要

み
ん
な
の
市
場
開
設
を
望
む

こ
の
質
問
内
容
は
４
回

目
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の

町
長
答
弁
で
、
県
南
部
の

交
通
の
要
衝
に
あ
る
大
河

原
青
果
市
場
、
ひ
と
の
集

ま
る
地
域
づ
く
り
と
近
隣

商
店
に
及
ぼ
す
経
済
効
果

を
考
え
て
再
度
伺
う
。

敷
地
利
用
の
関
連

法
令
の
規
定
や
市

場
利
用
者
の
利
便
性
を
確

保
し
た
施
設
な
ど
、
市
場

存
続
を
前
提
に
引
き
続
き

行
っ
て
い
る
調
査
研
究
の

進
捗
に
つ
い
て
。
ま
た
、

町
内
に
は
す
で
に
金
ケ
瀬

地
区
の
商
業
施
設
が
集
積

す
る
地
域
で
農
業
資
材
や

地
場
農
産
物
、
食
品
の
販

売
や
食
事
処
、
休
憩
ス
ペ

ー
ス
を
有
し
た
事
業
者
も

あ
る
。
今
後
は
白
石
川
右

岸
河
川
敷
に
「
賑
わ
い
交

流
拠
点
施
設
」
の
整
備
が

進
め
ら
れ

て
い
る
。
「
み

ん
な
の
市
場
」
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
本
町
の
北
側

の
地
域
づ
く
り
に
繋
が
る
。

「
み
ん
な
の
市
場
」
の
整

備
は
で
き
な
い
の
か
。

現
在
の
市
場
は
地

域
の
生
産
者
や
買

受
人
等
の
利
用
者
へ
安
定

的
な
出
荷
や
仕
入
れ
先
と

し
て
必
要
不
可
欠
で
公
的

機
能
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
現
在
敷
地
の
半
分
以

上
は
有
効
活
用
さ
れ
て
お

り
、
他
の
施
設
の
設
置
に

は
課
題
も
あ
る
。
繰
り
返

し
と
な
る
が
敷
地
活
用
の

方
向
性
等
、
引
き
続
き
調

査
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

令
和
３
年
３
月
、

低
迷
す
る
市
場
経

営
に
総
務
省
よ
り
新
た
な

視
点
で
抜
本
的
な
改
革
を

目
指
す
経
営
戦
略
策
定
の

要
請
に
よ
り
、
商
工
観
光

課
は
「
大
河
原
地
方
卸
売

市
場
事
業
経
営
戦
略
」
を

策
定
し
て
い
る
。
令
和
３

年
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
協
議
会
開
催
が
見
送
ら

れ
て
い
た
。
令
和
５
年
度

下
半
期
の
市
場
使
用
料
の

減
免
の
要
望
が
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は

協
議
会
を
通
し
て
要
望
さ

れ
た
の
か
。

市
場
の
運
営
管
理
、

業
務
内
容
は
条
例

及
び
規
則
に
定
め
て
あ
る
。

使
用
料
の
減
免
は
町
の
財

産
に
関
す
る
事
項
で
あ
る

こ
と
か
ら
運
営
協
議
会
で

の
協
議
は
行
っ
て
い
な
い
。

佐藤 巖

一般
質問

市場の活用市場の活用
佐
藤

町
長

この場所を北の拠点に

佐
藤

町
長

 大河原町議会だより

副
町
長

９
月
に
行
わ
れ
た
令
和

４
年
度
の
決
算
特
別
委
員

会
の
折
に
、
町
の
施
設
を

指
定
管
理
者
と
し
て
管
理

運
営

し
て
い
る
決

算
が

「
０
決
算
」、
つ
ま
り
予
算

と
決
算
が
同
額
だ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
議

論
を
深
め
る
べ
く
、
以
下

伺
う
。

オ
ー
ガ
の
指
定
管

理
者
で
あ
る
株
式

会
社
ま
ち
づ
く
り
オ
ー
ガ

及
び
福
祉
作
業
所
さ
く
ら

の
指
定
管
理
者
で
あ
る
町

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

収
支
報
告
書
で
は
、
本
当

に
「
０
決
算
」
だ
っ
た
の

か
。

４
年
度
は
、
オ
ー

ガ
に
つ
い
て
は
２

７
８
７
円
、
作
福
祉
作
業

所
さ
く
ら
で
は
41
万
３
７

８
円
の
余
剰
金
が
あ
っ
た
。

余
剰
金
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず

決
算
で
は
「
０
決
算
」
で

処
理
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

町
で
は
清
算
方

式
を
と
っ
て
お

ら
ず
、
予
算
額
の
指
定
管

理
料
を
相
手
方
に
支
払
っ

た
額
で
処
理
し
て
い
る
た

め
。

そ
れ
は
正
し
い
会

計
処
理
な
の
か
。

町
の
会
計
処
理
は
、

支
出
負
担
行
為
を

町
長

指
定
管
理
の

会
計
処
理

指
定
管
理
の

会
計
処
理 余剰金はあった

本当に「 ０決算」だったのか

大沼 常次

累
積
し
た
額
が
決
算
額
に

す
る
原
則
で
処
理
し
て
い

る
。

各
団
体
は
決
算
で

余
っ
た
残
金
（
余

剰
金
）
は
ど
の
よ
う
に
処

理
し
て
い
る
の
か
。

あ
る
団
体
は
こ
れ

ま
で
の
余
剰
金
の

合
計
額
は
１
５
０
万
円
ほ

ど
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
年

度
の
指
定
管
理
料
で
相
殺

す
る
形
を
と
っ
て
い
き
た

い
。

指
定
管
理
料
の
余

剰
金
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
統
一
し
た
解
釈

と
ル
ー
ル
が
必
要
で
は
な

い
か
。

指
定
管
理
ご
と
に

趣
旨
、
性
質
が
違

う
こ
と
か
ら
、
余
剰
金
の

取
扱
い
に
つ
い
て
の
統
一

し
た
解
釈
、
ル
ー
ル
は
考

え
て
い
な
い
。

指
定
管
理
者
を
決

め
る
場
合
は
、
原

則
、
公
募
し
て
複
数
の
民

間
団
体
や
企
業
な
ど
か
ら

応
募
し
て
も
ら
い
、
そ
の

中
か
ら
指
定
管
理
者
を
決

め
る
の
が
原
則
で
あ
る
。

し
か
し
、
町
体
育
館
等
の

指
定
管
理
者
は
15
年
間
に

わ
た
り
公
募
せ
ず
に
大
河

原
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
ア
カ

デ
ミ
ー
（
以
下
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

に
委
託
し
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
は
唐
突

に
公
募
す
る

こ
と
に
な

り
、
そ
の
結

果
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
選
考
か
ら
も
れ
、
令
和

６
年
４
月
か
ら
は
、
新
し

い
団
体
が
指
定
管
理
者
と

な
る
予
定
で
あ
る
。
な
ぜ

今
回
、
公
募
に
踏
み
切
っ

た
の
か
。５

月
の
段
階
で
指

定
管
理
者
を
決
め

る
会
議
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
自

主
事
業
の
実
績
や
住
民
ニ

ー
ズ
、
過
去
の
一
連
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
不
祥
事
へ
の
対
応

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し

た
結
果
、
公
募
に
よ
り
選

定
す
る
こ
と
が
妥
当
と
い

う
判
断
を
し
た
も
の
で
あ

る
。

指
定
管
理
者
の

変
更
に
つ
い
て

大
沼

大
沼

大
沼

大
沼

大
沼

大
沼

地
域
整
備

課
長

副
町
長

町
長

町
長

令和6年4月からは町体育館等の指定管理者は新しく なる

ゼロ
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障害者福祉費負担金
（ 国庫負担金・ 県負担金
の合算）

地域型保育給付費負担金
（ 国庫負担金・ 県負担金
の合算）

対象者及び利用額の増加によ
る増額

利用児童数の増加、公定価格・
処遇改善率の上昇により給付
費の増額

児童福祉費補助金
インフルエンザ流行等による
医療費の増、対象事業費が全
額補助対象となり増額

一般寄附金
ふるさと寄附金を前年度実績
からの見込みで増額
予算総額を22億とする

スポーツ振興基金繰入金
世界大会出場者など助成対象
の増加

46万円

7億円

110万円

1449万円

２１９９万円

補正の理由補 正 額項 目

歳入（ 収入） （ 万円未満切り捨て）

議案審議

ふるさと寄附金関連手数料
（ 返礼品、システム・ 事務
委託）

実績見込みで、寄付者への返
礼品、証明書発行等の業務委
託、所要経費の増

障害福祉サービス費
就労を希望する方が多く 、 就
労系サービス利用が増加して
いる状況に対応

繰出金
後期高齢者医療・ 介護保険特別
会計の補正予算に伴い繰り出す

子ども医療費助成金
インフルエンザ流行、新型コロナ
ウイルス感染症に対する医療費公
費負担の見直しによる不足見込み

補助及び給付費
（ 一時保育・ 障害児保育・
施設型・ 地域型保育）

対象児童数及び利用児童数の
増、公定価格・ 処遇改善率の
上昇により増加

道路側溝維持管理委託料
施設老朽化に伴い修繕箇所が
増、住民や通学路安全対策推
進会議等の要望に対応

広表１号調整池汚泥等
清掃業務委託料

調整池内に汚泥等が堆積し、
猛暑の影響で雑草や虫が発生
したため、 清掃を実施

小学校費
燃料光熱水費の価格上昇への
対応、故障した灯油ヒーター
の更新など

中学校費
燃料光熱水費の価格上昇への
対応など

155万円

285万円

1400万円

1150万円

2827万円

障がい児施設給付費
施設数も増え、利用希望者が
増加傾向にある

1137万円

1600万円

315万円

1505万円

4億9890万円

補正の理由補 正 額項 目

歳出（ 支出） （ 万円未満切り捨て）

補 正 後補 正 前

期 間 限度額 期 間 限度額
事業名（ 変更）

財務会計・ 文書管理シス
テム賃借

令和5年度
から

令和6年度

リース期間終了
に伴う再リース

子ども・ 子育て支援事業計画
策定業務委託

理 由限 度 額期 間事業名（ 追加）

債務負担行為の補正

1100万円

オンライン決済サービス
利用料

令和6年度
から

契約終了年度

オンライン決済
取引金額に対して
契約できる金額

事業開始に伴う
新規設定

令和6年度 430万円令和6年度 720万円

一般会計の主な補正予算項目

7億6571万円を追加し

令和5年度
一般会計補正予算（ 第7号・第8号）
令和5年度
一般会計補正予算（ 第7号・第8号）

114億円114億円総
額

完成した大中テニスコート完成した大中テニスコート

対
象
範
囲
と
補
助
を
受
け
る
方
法
に
つ
い
て

先
行
し
て
児
童
生
徒
対
象
で
補
助
し
て
い
た
が
、
町
民
全
員
を
対
象
に
制
度
を
拡

充
す
る
。
１
５
０
人
を
見
込
む
。
必
要
書
類
は
領
収
書
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
、

補
助
金
を
振
り
込
む
口
座
通
帳
ま
た
は
カ
ー
ド
の
写
し
。
申
請
は
、
役
場
２
階
の
総
務
課

窓
口
。
（
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
１
個
に
つ
き
２
千
円
）

答 問 歳出

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
金

30
万
円
増

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
引
先
紹
介
手
数
料
の
割
合
に
つ
い
て

ど
の
自
治
体
も
手
数
料
の
割
合
は
一
律
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

答 問 歳出

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
取
引
先
紹
介
手

数
料

55
万
円
増

 大河原町議会だより

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
場
所
が
分
か
り
づ

ら
い
と
の
声
が
あ
る
。
設
置
個
所
と
サ

イ
ズ
は
。利

用
者
か
ら
の
声
も
あ
り
、
今
後
は
必

要
性
の
高
い
誘
導
案
内
の
看
板
を
設
置

す
る
。
大
河
原
大
橋
か
ら
案
内
す
る
看
板
を
、

踏
切
前
か
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
間
に
２
箇
所

設
置
予
定
。
大
き
い
看
板
に
つ
い
て
、
４
月
か

ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

募
集
も
検
討
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
協
議
し
た
い
。

答 問 歳出パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
看
板
設
置
委
託
料

42
万
円
増

１
世
帯
当
た
り
７
万
円
の
対
策
支
援
給
付
金

（
現
金
給
付
）
を
支
給
。

●

対
象
世
帯

令
和
５
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課

税
で
あ
る
世
帯
。

●

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

令
和
６
年
１
月
15
日
号

広
報
お
し
ら
せ
ば
ん
掲
載
。

１
月
中
旬

対
象
者
へ
確
認
書
送
付
。
受
付
開
始
。

１
月
中
旬
以
降
順
次

振
込
開
始
。

令
和
６
年
３
月
31
日

給
付
事
業
終
了
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
物

価
高
騰
対
策
支
援
給
付
金

議
案
第
65
号
関
係

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
、
令
和
６
年
１
月
１

日
に
免
除
制
度
が
創
設
さ
れ
る
。

●

対
象令

和
５
年
11
月
１
日
以
降
に
出
産
予
定
の

か
た
・
出
産
し
た
か
た
。

●

制
度
内
容

国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
額
と
均
等
割

額
か
ら
、
出
産
予
定
月
ま
た
は
出
産
月
の
前

月
か
ら
翌
々
月
ま
で
。
多
胎
妊
娠
の
場
合
、

３
カ
月
前
か
ら
６
カ
月
相
当
分
を
減
額
す
る
。

産
前
産
後
期
間
相
当
分
の
大
河
原

町
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

こ
の
箇
所
を
含
め
金
額
は
十
分
か
。
ま

た
当
初
か
ら
予
算
に
計
上
し
て
は
ど
う

か
。

調
整
池
内
に
汚
泥
が
堆
積
し
、
猛
暑
の

影
響
で
雑
草
や
虫
が
発
生
し
た
。
清
掃

に
つ
い
て
は
多
額
の
予
算
が
か
か
る
た
め
隔
年

で
の
実
施
等
は
難
し
い
。
広
表
調
整
池
は
２
箇

所
あ
る
の
で
交
互
に
ど
れ
く
ら
い
の
間
隔
で
清

掃
す
る
か
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

答 問 歳出広
表
１
号
調
整
池
汚
泥
等

清
掃
業
務
委
託
料

１
４
０
０
万
円
増

議
案
第
64
号
関
係

新たに設置した案内看板新たに設置した案内看板

水草が生い茂った調整池水草が生い茂った調整池
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議
決
責
任
の
明
確
化

岡
崎

隆

大
沼

忠
弘

佐
藤

巖

秋
山

昇

万
波

孝
子

山
崎

剛

佐
藤

貴
久

丸
山

勝
利

髙
橋

芳
男

須
藤

慎

佐
久
間
克
明

高
橋

豊

大
沼

常
次

中
村

淳

議 員 別 表 決 結 果 一 覧

議 案
結 果

（ 賛成： 反対）

佐
藤

暁
史

同意第2号 無記名投票による同意（ 11：3） －

報告第19号～第20号 － －－ －－－－－－－－－－－－－

議案第50号 可決（ 14：0） ○○ ○○○○○○○○○○○○議

議案第51号 可決（ 12：2） ○○ ○○○○○○○○○××○議

議案第52号～第65号 可決（ 14：0） ○○ ○○○○○○○○○○○○議

委発第４号 可決（ 14：0） ○○ ○○○○○○○○○○○○議

請願第１号 委員会付託

《 表決の区分》 　○： 賛成 ×： 反対 議： 議長なので表決に加わらず

21件（ 同意1件、報告2件、議案16件、委発1件、請願1件）

令和5年第4回 大河原町議会定例会12月会議 提出議案概要

令和5年第4回 大河原町議会定例会12月会議 採決状況一覧

大河原町仙南夜間初期急患センター事業特
別会計補正予算（ 第２号）

議案第62号

5万円を追加し、総額を4521万9000円とする

介護保険特別会計補正予算（ 第2号）議案第61号
488万4000円を追加し、総額を14億9791万8000円とする

国民健康保険特別会計補正予算（ 第2号）議案第60号
158万3000円を追加し、総額を23億6305万4000円とする

公共下水道事業会計補正予算（ 第2号）議案第63号

収益的支出において1180万円を追加し、 6億3835万
5000円とする。資本的支出において443万円減額し、 6億
4769万6000円とする

再審法《 刑事訴訟法の再審規定》の改正に向け
た審議促進を求める意見書の採択に関する請願

請願第1号

総務産業常任委員会へ付託

議会の議員報酬及び費用弁償等の支給に関
する条例の一部改正について

委発第4号

期末手当支給率の改正

令和5年度大河原町一般会計補正予算（ 第8号）議案第65号
低所得世帯支援を含め1億6632万9000円を追加し、総
額を114億7041万5000円とする

国民健康保険税条例の一部改正について議案第64号
産前産後期間相当分の保険税免除

後期高齢者医療特別会計補正予算（ 第2号）議案第59号
2003万7000円を追加し、総額を3億2430万円とする

令和5年度大河原町一般会計補正予算（ 第7号）議案第58号
5億9938万1000円を追加し、総額を113億408万6000
円とする

大河原町駅前コミュニティセンター及び大河原駅
前立体駐車場に係る指定管理者の指定について

議案第53号

令和6年4月から令和9年3月までの期間、株式会社まち
づくりオーガを指定管理者とする

大河原町福祉作業所さく らに係る指定管理者
の指定について

議案第52号

令和6年4月から令和9年3月までの期間、社会福祉法人
大河原町社会福祉協議会を指定する

第6次大河原町長期総合計画の後期基本計
画を定めることについて

議案第50号

平成31年に作成した総合計画の後期基本計画（ 令和6
年から11年） を定める

専決処分の報告について報告第20号
役場庁舎内にて発生した、 2トントラック公用車がバック

した際に駐車していた宮城県所有車両との交通事故による
和解

大河原町課設置条例の一部改正について議案第54号

健康推進課に地域医療係、子ども家庭課に母子保健係
を新設しこども家庭センターをに関することを担当する

大河原町学力向上指導のための任期付教職
員の採用等に関する条例の一部改正について

議案第57号

給与支給率の改正

職員の給与に関する条例の一部改正について議案第56号
給与支給率の改正

町長等の給与に関する条例の一部改正について議案第55号
給与支給率の改正専決処分の報告について報告第19号

大河原中学校校舎裏屋外環境整備工事（ テニスコート）
の工事請負契約の契約金額を455万4000円増額し、 6285
万4000円に変更

教育委員会委員の任命について同意第2号
地方教育行政の組織及び運営に関する法律第4条第2項
の規定により、片倉亜寿香氏を教育委員会委員に任命する
ことに同意

大河原町総合体育館等スポーツ施設に係る
指定管理者の指定について

議案第51号

令和6年4月から令和9年3月までの期間、おおがわらス
ポーツまちづくり共同事業体を指定する

討 論

当初、協働のまちづくりの視
点から町民有志で立ち上げた
NPO法人に町は非公募で指定
管理者として指定してきた。し
かし、 相次ぐ不祥事で町民の信
頼を失った。 新理事長の下で改
善はされたが公募による選定
はやむを得ない措置と考える。

NPOは長い間、町に対
して体育館やスポーツの
面で貢献してきた。 それ
がたった一回の審査でこ
れまでの努力が評価され
なかったのは、大変残念
である。よってこの議案
に反対するものとする。

賛成討論 万波 孝子反対討論 佐藤 巖

 大河原町議会だより

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー 全
員
協
議
会

計
画
期
間
・
令
和
元
年
度
~
令
和
11
年
度
の
前
期
基
本
計
画
が
令
和
５
年
度
で
終
了
す

る
こ
と
か
ら
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
に
置
く
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ―

Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
（
ウ
ェ
ル

ビ
ー
ン
グ
）
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
反
映
し
た
後
期
基
本
計
画
（
令
和
６
年
度
~
令
和
11
年
度
）

を
策
定
。

第
６
次
長
期
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
の
策
定

役
場
庁
舎
敷
地
拡
張
用
地
取
得

国
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
妊
産
婦
や
こ
ど
も
、
子
育
て
世
帯
へ
一
体
的
に
相
談
支
援
の

機
能
を
有
す
る
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
努
め
る
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

本
町
も
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
子
ど
も
家
庭
課
内
に
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

さ
ら
な
る
支
援
の
充
実
・
強
化
を
図
る
も
の
。

敷地２ 敷地１

【 敷地２】

所 在 地： 大河原町字新南21番1

外3筆

現況地積： 1,555.18㎥

取得予定価格： 約8億4000万円

【 敷地１】

所 在 地： 大河原町字新南20番1

外3筆

現況地積： 1,399.61㎥

取得予定価格： 約7億7000万円約７,７００万円　　約８,４００万円　　
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委員会
活動

総
務
産
業
常
任
員
会
・
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
内
容
に
つ
い
て
調
査
を

実
施
。
広
報
常
任
委
員
会
は
議
会
だ
よ
り
発
行

に
向
け
て
編
集
作
業
を
４
回
実
施
。

総

務

産

業

常

任

委

員

会

文

教

厚

生

常

任

委

員

会

調
査
日
：
令
和
５
年
10
月
２
日
（
月
）
・
11
月
１
日
（
水
）

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
で
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
影
響
に
つ

い
て
」

調
査
結
果

①

契
約
方
法
の
見
直
し

●

発
注
者
か
ら
会
員
へ
直
接
業
務
委
託
と
な
る
よ
う
契
約
方
法
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
で
、
発
注
者
の
み
消
費
税
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

②

請
負
金
額
の
値
上
げ

●

セ
ン
タ
ー
に
発
注
す
る
場
合
に
適
正
な
価
格
設
定
を
行
う
。

●

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
伴
う
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
る
３
年
間
は
、
契
約

金
額
の
値
上
げ
で
対
応
す
る
。

「
大
河
原
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
き
等
に
関
す
る
条
例
に
係
る
申

請
の
資
格
（
欠
格
事
項
）
の
見
直
し
に
つ
い
て
」

調
査
結
果

●

総
員
賛
成
に
よ
り
、
条
例
の
中
に
欠
格
事
項
を
新
た
に
追
加
す
る
こ
と
に
決
定
。

●

先
進
自
治
体
の
条
例
を
参
考
に
、
本
町
に
当
て
は
ま
る
よ
う
変
更
、
追
加
す
る
方
向

に
決
定
。

●

執
行
部
と
の
精
査
が
必
要
で
あ
る
案
件
で
あ
る
た
め
、
継
続
し
て
調
査
を
行
っ
て
い

く
。

調
査
日
：
令
和
５
年
９
月
20
日
（
水
）・
10
月
19
日
（
木
）・
25
日
（
水
）・

11
月
11
日
（
土
）・
29
日
（
水
）

「
お
お
が
わ
ら
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
」

調
査
結
果

●

時
代
と
共
に
不
登
校
に
対
す
る
考
え
方
が
変
容
し
て
お
り
、
無
理
に
学
校
に
行
か
せ

な
い
親
も
増
加
。
そ
の
受
け
皿
と
な
る
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
存
在
は
重
要
。

●

家
庭
生
活
に
起
因
す
る
不
登
校
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
存
在
が
重
要
。

「
子
ど
も
食
堂
『
ひ
ま
わ
り
亭
』
に
つ
い
て
」

調
査
結
果

●

30
食
の
弁
当
作
り
の
経
費
は
毎
月
１
万
円
の
町
か
ら
の
補
助
金
を
充
て
て
い
る
。

●

食
材
の
中
で
肉
類
（
豚
肉
）
に
つ
い
て
は
（
株
）
ヒ
ル
ズ
様
か
ら
提
供
を
受
け
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
提
供
が
な
け
れ
ば
活
動
を
維
持
で
き
な
い
。

「
町
内
小
中
学
校
視
察
に
つ
い
て
（
大
河
原
小
・
大
河
原
南
小
・
大
河
原
中
）
」

調
査
結
果

●

教
室
に
入
れ
な
い
児
童
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
の
連
携

が
必
要
。

●

２
学
期
制
に
な
っ
た
こ
と
で
、
児
童
の
評
価
の
観
点
に
お
い
て
適
正
な
期
間
あ
る
こ

と
で
事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

●

特
別
教
室
の
理
科
室
や
家
庭
科
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、
既
に
町
教
育
委

員
会
と
打
合
せ
が
進
ん
で
お
り
、
次
年
度
に
予
算
要
求
が
行
わ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

●

小
学
校
で
不
登
校
だ
っ
た
児
童
は
中
学
生
に
な
っ
て
も
不
登
校
に
な
る
場
合
が
多
い
。

 大河原町議会だより

ひろまつまあが

私
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
盛
ん
な

町
に
住
み
た
い
で
す
。

そ
の
理
由
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
盛
ん
に
な

れ
ば
、
町
に
活
気
が
生
ま

れ
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

私
は
、
朝
学
校
へ
行
く

時
い
つ
も
挨
拶
を
す
る
こ

と
で
朝
少
し
元
気
が
出
る

気
が
し
ま
す
。
私
も
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
盛
ん

な
町
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
よ
う
、
自
分
か
ら
進
ん

で
挨
拶
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

金ケ瀬中学校２年

我妻 茉昊さん

りえのたん

に

み
た
い
な

に

み
た
い
な

住

町

住

町

こ
ん
な

こ
ん
な

私
の
思
う
住
み
た
い
町

は
、
街
灯
が
あ
る
安
全
な

町
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
私
の
通
学
路
に
は
街

灯
が
少
な
く
、
中
学
生
が

部
活
帰
り
な
ど
の
暗
い
道

に
一
人
で
歩
く
の
は
と
て

も
危
険
だ
か
ら
で
す
。
ま

た
、
人
そ
れ
ぞ
れ
遊
ぶ
目

的
が
違
う
の
で
、
食
べ
る

場
所
や
買
い
物
を
す
る
場

所
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
で
遊
ぶ
施
設
が
あ
る
と

町
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
て
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

将
来
そ
の
よ
う
な
環
境

が
整
っ
た
町
に
な
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

金ケ瀬中学校２年

丹野 永理さん

１
月
１
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
、
２
日
に

起
き
た
航
空
機
事
故
、
そ

し
て
３
日
に
は
北
九
州
市

で
大
き
な
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、

被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に

お
見
舞
い
申

し
上

げ
ま

す
。
一
刻
も
早
い
安
否
不

明
者
の
確
認
と
、
一
日
も

早
く
元
通
り
の
生
活
に
戻

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
自
然
災
害
や
事
故
の

恐
ろ
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
、
そ
れ
と
同
時
に
常
日

頃
か
ら
の
備
え
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
年
の
始
め

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
一

年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

よ
り
良
い
一
年
に
な
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

（
須
藤

慎
）

編
集
発
行
責
任
者

議

長

岡
崎

隆

議
会
広
報
常
任
委
員

委

員

長

佐
藤

暁
史

副
委
員
長

佐
久
間
克
明

委

員

中
村

淳

高
橋

豊

須
藤

慎

丸
山

勝
利

今
回
の
表
紙
は
、

駅
前
商
店
会
主
催
の

た
こ
あ
げ
大
会
の
様

子
で
す
。
お
兄
さ
ん

が
妹
さ
ん
の
た
こ
あ

げ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の

後
、
妹
さ
ん
は
疲
れ

て
し
ま
い
、
ベ
ン
チ

で
お
休
み
し
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
沢
山
の
参

加
者
で
盛
り
上
り
、

最
後
は
記
念
撮
影
と

手
作
り
た
こ
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た

の
で
、
こ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
っ
て
欲

し
い
で
す
ね
。

中

村淳

今回の表紙は今回の表紙は

招
集
日

３
月
１
日
（
金
）・
再
開
日

３
月
８
日
（
金
）

詳
細
は
議
会
事
務
局
ま
で

・
５
３-

２
８
０
０

３
月
議
会
の
お
知
ら
せ

岩沼西ファイターズ所属（ ドッジボール）

2人は姉妹揃って宮城県女子選抜選手に選ば

れました。 昨年金沢で開催された全国大会に見

事出場を果たし、 今春の全国大会に向け更なる

意欲を燃やしています。

ドッジボールの競技人口は多くありません。ど

うしてもやってみたくて体験したら、 ハマってし

まったという 愛花さん。 愛和さんは中学校でバ

レー部を希望しています。 今後も2人の活躍の

場が広がっていきます。 本当に楽しみです。

頑張っている子どもたち頑張っている子どもたち

（ 大河原南小学校６年生）

なあい

渡 邉 愛 和さん

（ 大河原南小学校４年生）

かまな

愛 花さん




